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年
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７ ６仙台市政だより　令和元年（2019年） ８月号

仙台市の人口（対前月増減数） 男：529,564人　女：559,767人　計1,089,331人（－41)　519,334世帯（+152）  7月１日現在

●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
の
際
、
学
校
や
教

師
た
ち
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い

も
の
で
し
た
。
多
く
の
学
校
が
避
難

所
と
な
り
、
住
民
た
ち
の
緊
急
事
態

の
生
活
を
支
え
ま
し
た
。
だ
だ
っ
広

く
冷
え
た
体
育
館
で
、
見
知
ら
ぬ
者

同
士
が
ど
う
や
っ
て
過
ご
す
か
、
届

い
た
救
援
物
資
を
ど
う
分
け
た
ら
い

い
の
か
。
日
頃
か
ら
児
童
や
生
徒
集

団
を
動
か
し
て
い
る
教
師
た
ち
の
も

つ
ノ
ウ
ハ
ウ
が
発
揮
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
学
校
や
教
師
の
視
点
か

ら
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
す
。
瓦が

礫れ
き

の
中
か
ら
、
最
初
に
町
に
踏
み
出
し

た
の
は
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。
学
校

が
再
開
し
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
大

人
た
ち
も
復
興
へ
の
息
吹
を
あ
げ
て

い
き
ま
し
た
。
本
書
は
岩
手
県
大お

お

槌つ
ち

町
の
一
女
性
指
導
主
事
（
当
時
）
か

ら
の
聞
き
書
き
を
基
に
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
こ
こ
仙
台
、
宮
城
に
も
、

同
様
に
粉
骨
砕
身
し
た
方
々
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
後
世
へ
の
歴
史
的
な
遺

産
と
し
て
、
か
つ
俳
人
た
ち
の
今
後

の
創
作
活
動
の
礎い

し
ず
え

と
な
る
べ
く
、
国

内
の
４
つ
の
俳
句
協
会
が
力
を
合
わ

せ
て
編
ん
だ
も
の
で
す
。
英
語
名
は

「
ハ
イ
ク
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」。
収

め
ら
れ
た
１
１
１
４
人
に
よ
る
２
６

６
７
句
か
ら
は
、
震
災
後
を
生
き
る

と
い
う
こ
と
は
、「
言
葉
と
生
き
直

す
こ
と
」
で
も
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。　

　
収
録
作
品
の
中
か
ら
、
叫
び
の
よ

う
な
俳
句
を
紹
介
し
ま
す
。
叫
び
と

は
大
声
を
出
す
こ
と
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
小
さ
な
声
で
あ
っ
て
も
、

腹
の
底
か
ら
絞
り
出
す
よ
う
な
つ
ぶ

や
き
も
ま
た
叫
び
で
す
。　

「
３
・
11
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
し
つ

づ
け
」　
千
葉
信
子
（
千
葉
）

「
赤
子
泣
く
仮
設
が
住
ま
ひ
大
夕
焼
」　

富
樫
文
子
（
宮
城
）

「
夏
蝶
に
瓦
礫
は
見
え
ぬ
か
も
し
れ

ぬ
」　
谷
口
加
代
（
宮
城
）

震
災
の
「
叫
び
」

「
大
槌
町
駐
在
指
導
主
事
の
証
言

被
災
の
町
の
学
校
再
開
」

俳句四協会／編
朝日新聞出版　刊

望月善次・関口厚光
／編著
岩手復興書店　刊

「
東
日
本
大
震
災
を
詠よ

む
」

　

東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授  

渡
辺　

通み
ち

子こ

市政
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６
月
21
日
、「
S
M
M
A
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ト
ー
ク
テ
ラ
ス
」
が
せ
ん
だ
い
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
連
携
し
て
事
業
を
実
施
す
る
「
仙

台
・
宮
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
（
S
M
M
A
）」
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
、
参
加
館
の
学
芸
員
や
ス
タ
ッ
フ

が
、
専
門
性
の
高
い
話
題
を
や
さ
し
く

解
説
す
る
も
の
。　

　
今
回
は
、「
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑

誌
の
変
遷
・
歴
史
」
を
テ
ー
マ
に
、
女

性
誌
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
た
ど
り
、

文
化
を
発
信
し
て
き
た
か
、
雑
誌
を
通

し
て
見
え
て
く
る
歴
史
を
、
講
師
の
東

北
大
学
史
料
館
准
教
授
の
加
藤
諭
氏
が

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
・
小
川
さ

な
え
さ
ん
と
の
掛
け
合
い
で
お
話
し
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
自
由
に
食
事
や
飲

み
物
を
楽
し
み
な
が
ら
、
２
人
の
息
の

合
っ
た
ト
ー
ク
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

今
後
も
開
催
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
新
し

い
楽
し
み
方
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
5
月
25
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
約

１
カ
月
間
、
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル

仙
台
を
会
場
に
、
第
７
回
仙
台
国
際
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
以
来
３
年
ぶ
り
と
な
る
舞

台
に
は
、
15
の
国
と
地
域
か
ら
73
人

（
ピ
ア
ノ
部
門
37
人
、
バ
イ
オ
リ
ン
部

門
36
人
）
が
出
場
。
才
能
あ
ふ
れ
る
若

き
音
楽
家
た
ち
の
熱
演
が
聴
衆
を
魅
了

し
ま
し
た
。
期
間
中
、
延
べ
９
７
６
５

人
が
会
場
を
訪
れ
、
出
場
者
の
演
奏
に

温
か
い
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
ピ
ア
ノ
部
門
の
第
１

位
に
チ
ェ
・
ヒ
ョ
ン
ロ
ク
さ
ん
（
韓

国
）、
バ
イ
オ
リ
ン
部
門
の
第
１
位
は

該
当
者
が
な
く
、
第
２
位
（
最
高
位
）

に
シ
ャ
ノ
ン
・
リ
ー
さ
ん
（
ア
メ
リ

カ
・
カ
ナ
ダ
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。　

市政
トピックス

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
各
地
で
音
楽
を
身

近
に
楽
し
め
る
企
画
も
開
催
。
惜
し
く

も
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
進
め
な
か
っ
た

出
場
者
に
よ
る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ・

ラ
イ
ブ
」
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
世

界
レ
ベ
ル
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

坂
口
清
敏
、
山
路
慶
子
、
山
口
春
雄
、

片
桐
三
千
男
、
我
妻
松
彦
、
志
村
理
智
、

小
松
文
夫
、
五
十
嵐
好
弘
、
佐
藤
正
樹
、

小
野
寺
孝
喜
、
遠
藤
良
朗
、
星
浩
二
、

小
川
由
里
子
、
宮
本
稔
、
小
林
智　

〔
仙
台
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委

員
〕
中
嶋
嘉
津
子　
〔
仙
台
市
建
築
審

査
会
委
員
〕
河
野
達
仁　
〔
仙
台
市
公

共
事
業
再
評
価
監
視
委
員
会
委
員
〕
吉

田
啓
子　
〔
仙
台
市
宮
城
野
区
区
民
協

働
ま
ち
づ
く
り
事
業
評
価
委
員
会
委

員
〕
笠
井
晃
、
伊
藤
仟
佐
子　
〔
仙
台

市
若
林
区
民
生
委
員
推
薦
準
備
会
委

員
〕
橋
本
裕
樹　
〔
仙
台
市
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
〕
政
岡
伸
洋
、
姥
浦
道

生　
〔
仙
台
市
学
校
給
食
運
営
審
議
会

委
員
〕
柏
㟢
潤　
〔
仙
台
市
農
業
委
員

会
委
員
〕
髙
橋
勝
彦

◆
特
別
市
政
功
労
者
（
本
市
の
振
興
発

展
に
著
し
く
寄
与
さ
れ
た
方
）
佐
藤
節

夫
、
伊
東
豊
雄
、
安
藤
堅
太
郎
、
庄
司

健
治
、
髙
野
幸
子
、
島
貫
文
好
、
小
池

光
、
中
鉢
良
治
、
清
野
智
、
鈴
木
賢
、

海
輪
誠
、
平
川
新　
（
仙
台
市
議
会
議

員
と
し
て
20
年
以
上
に
わ
た
り
市
政
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
）
髙
橋
次
男
、

庄
司
俊
充
、
佐
藤
わ
か
子
、
田
村
稔
、

石
川
建
治
、
岡
部
恒
司
、
花
木
則
彰
、

安
孫
子
雅
浩　

◆
市
政
功
労
者
（
本
市
の
振
興
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
）〔
自
治
・
消
防
功

労
〕
関
口
吉
信
、
酒
井
典
雄
、
樋
口
幸

二
郎
、
森
幾
久
雄
、
今
野
利
正
、
渡
邉

剛
伯
、
菅
井
茂
、
庄
子
隆
、
社
本
啓
之
、

佐
久
間
善
行
、
小
金
澤
佳
史
、
一
條
久

男
、
生
島
將
光
、
齋
藤
文
雄
、
渡

博
、

吉
田
正
憲
、
岡
本
啓
三
郎
、
狩
野
好
明
、

高
橋
利
一　
〔
健
康
・
福
祉
功
労
〕
山

縣
浩
、
三
浦
正
雄
、
米
川
文
雄
、
千
葉

貴
和
子
、
賀
来
満
夫　
〔
産
業
・
経
済

功
労
〕
扇
畑
秀
美
、
今
野
義
雄
、
佐
藤

稔
、
遠
藤
敏
夫
、
遠
藤
敏
雄
、
岩
沼
德

衛　
〔
教
育
・
文
化
功
労
〕
大
友
重
義
、

大
林
一
信
、
橋
本
勝
美　
〔
環
境
功
労
〕

鎌
田
耕

◆
永
年
勤
続
委
員
（
委
員
と
し
て
10
年

　
７
月
１
日
に
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で

市
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念
式
を
行
い
、

市
政
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
特
別
市

政
功
労
者
20
人
、
市
政
功
労
者
34
人
、

永
年
勤
続
委
員
84
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
市
制
施
行
１
３

０
周
年
お
よ
び
政
令
指
定
都
市
・
区
制

移
行
30
周
年
を
記
念
し
、
市
制
開
始
か

ら
の
本
市
の
歩
み
を
振
り
返
る
パ
ネ
ル

展
を
開
催
。
多
く
の
方
が
、
こ
れ
ま
で

の
歴
史
を
ま
と
め
た
年
表
や
写
真
な
ど

に
、
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
表
彰
さ
れ
た
方
の
お
名
前
は
、

次
の
通
り
で
す（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

以
上
に
わ
た
り
市
政
の
推
進
に
寄
与

さ
れ
た
方
）〔
人
権
擁
護
委
員
〕
四
竃

亮
真　
〔
仙
台
市
福
祉
整
備
審
議
会
委

員
〕
秋
元
俊
通
、
栗
原
憲
昭　
〔
民
生

委
員
児
童
委
員
〕
本
田
忠
、
三
浦
志
津

子
、
西
村
林
子
、
髙
橋
め
ぐ
み
、
及
川

裕
子
、
佐
藤
洋
美
、
大
久
保
佳
奈
子
、

岡
崎
千
佳
子
、
鈴
木
富
美
子
、
中
根
洋

子
、
中
村
紀
代
、
庄
司
ゆ
う
こ
、
屋
代

純
子
、
黒
須
践
治
、
石
田
惠
子
、
遠
藤

治
、
安
田
一
雄
、
柴
田
糸
子
、
原
美
香
、

和
久
実
、
今
野
正
志
、
小
原
定
雄
、
齋

藤
葉
子
、
遠
藤
由
美
子
、
島
幸
枝
、
針

生
き
よ
み　
〔
仙
台
市
障
害
支
援
区
分

判
定
等
審
査
会
委
員
〕
神
崎
了
、
須
知

高
照
、
畑
中
一
枝　
〔
仙
台
市
介
護
認

定
審
査
会
委
員
〕
漆
山
昌
伸
、
及
川
真

喜
子
、
大
方
俊
樹
、
大
友
淳
、
大
森
真

紀
子
、
菊
地
明
子
、
金
野
俊
之
、
斎
藤

利
夫
、
佐
川
純
司
、
玉
澤
茂
、
丹
野
雅

哉
、千
葉
民
彦
、長
嶋
卓
矢
、針
生
雄
吉
、

皆
川
広
美
、
矢
尾
板
啓
、
山
田
真
司　

〔
仙
台
市
地
域
保
健
・
保
健
所
運
営
協

議
会
委
員
〕
髙
橋
由
美
子　
〔
仙
台
市

動
物
愛
護
協
議
会
委
員
〕
山
口
千
津
子

〔
仙
台
市
エ
イ
ズ
・
性
感
染
症
対
策
推

進
協
議
会
委
員
〕
古
賀
詔
子
、
伊
藤
俊

広
、
齋

敏
典　
〔
仙
台
市
感
染
症
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
委

員
〕
高
橋
將
喜
、
西
村
秀
一
、
飯
島
秀

弥　
〔
仙
台
市
大
規
模
小
売
店
舗
立
地

法
専
門
委
員
会
委
員
〕
奥
村
誠　
〔
仙

台
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〕
佐
藤
英
之
、

　
　
市
政
功
労
者
等
を
表
彰

　
　
　
―
市
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念
式

新
た
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
魅
力
を
発
信

仙台市政だより　令和元年（2019年） ８月号

バイオリン部門第２位
のシャノン・リーさん

ピアノ部門第１位の
チェ・ヒョンロクさん

　
６
月
18
日
に
山
形
県
沖
で
発
生
し
た

地
震
に
伴
い
、
市
で
は
「
広
域
・
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
指
定
都
市
市
長
会

行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
山
形
県
庁
に

職
員
４
人
を
派
遣
。
被
害
状
況
の
把
握

や
必
要
な
支
援
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
鶴
岡
市
に
６
月
24
日
か
ら
27

日
ま
で
職
員
２
人
を
派
遣
し
、
被
災
家

屋
の
被
害
認
定
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
被
災
地
へ
の
支
援
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
震
の
被
災
地
へ
緊
急

支
援
を
行
い
ま
し
た

市政
トピックス

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市政
トピックス

仙
台
国
際
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
が
閉
幕


